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資料1 既刊「サーラ j の表紙 IT'~~~I

資料2 神戸新聞記事 2011年 11月 16日

「サーラJ創刊 50号

資料3 神戸新聞記事 2011年8月4日

播州の綿作り支えた技

資料4 神戸新聞記事 2011年 11月2日

江戸期は綿の産地・加古川の歴史伝える「綿まつり J

IT'~~~I 

資料5 神戸新聞記事 2012年 9月 19日

綿花生産の歴史学ぶ 加古川市立西神吉小学校

地域探検クラブ IT'~~~I 

資料6 神戸新聞記事 2012年 11月6日

地域探検クラブの児童が綿くり体験 IT~~~I 

資料7 CD 播磨の綿まつり 第 3回 (2011・11・3)第4回 (2011・11・3)

場所・加古川市加古川町粟津(休耕田)

資料8 CD 加古川市立西神吉小学校地域探検クラブ

02012年 10月22日 綿摘みと綿の種とり体験

場所・加古川市西神吉町大国

02012年 11月 19日と 11月26日 紡錘車と糸車で糸紡ぎ体験

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

講師、吉田義弘・吉田ふみゑ・溝口操

資料9 神戸新聞記事 2012年9月 19日

柳田園男ともに・ 1言古
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資料 10 加古川市立西神吉小学校地域探検クラブ、の学習プログラム

4 • 5・6年生9人 担当・原陽一郎教諭 水野修校長

1回 9月 18日(火)14時45分から 15時30分場所・加古川市西神吉町大国

綿畑の見学 山本徹也先生のお話(郷土史研究) 終了

2回 10月22日(月)14時45分から 15時30分場所・加古川市西神吉町大国

綿摘みと綿の種とり体験 終了

3回 11月 19日(月)14時45分から 15時30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

綿繰り・紡錘車・糸車を使って糸紡ぎ体験 終了

4回 11月26日(月)14時45分から 15時30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

綿繰り・紡錘車・糸車を使って糸紡ぎ体験 終了

5回 2013年

1月28日(月)14時45分から 15時30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

紡いだ糸を緯に使って機を織る体験

6回 2月25日(月)14時45分から 15時30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

紡いだ糸を緯に使って機を織る体験



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 資料 7

資料 1

資料 8

－ 29 －



資料 2

－ 30 －

香
寺
民
俗
資
料
館
に
あ
る
沙
羅
の
木
に
ち
問

な
む
。
ア
マ
写
真
家
木
村
修
二
さ
ん
(
位
)
一
即

日
加
古
川
市
西
神
吉
町
大
国
日
の
郷
愁
漂
町

う
作
品
が
表
紙
を
飾
る
。
た
い
一
一

毎
回
、
個
性
的
な
3
1マ
の
研
究
報
告
慌

を
会
員
ら
が
執
筆
。
高
句
麗
か
ら
播
磨
に
圃

来
た
僧
、
震
艇
の
足
跡
や
、
岩
に
丸
い
く
出

ぼ
み
が
付
け
ら
莞
襲
の
分
析
、
夏

-
1

日
激
石
と
兵
障
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
紹
一
明

介
し
て
き
た
。
若
い
世
代
も
参
加
し
為
神
一
川

河
町
在
住
の
井
上
知
美
さ
ん
(
部
)
が
地
元
一
加

の
正
月
や
盆
の
風
習
に
つ
い
て
連
載
し
て
一
官

い

る

。

一

叩
月
に
出
た
印
号
は
1
0
8咋
あ
り
、
一
ポ

昭
和
初
年
代
の
播
磨
の
思
い
出
を
テ
ー
マ
一
(

に
し
た
会
員
ら
の
座
談
会
を
特
集
し
た
。
一
立

町
定
期
発
行
を
統
砂
た
こ
と
で
市
民
権
を
一
て

得
ら
れ
た
」
と
難
波
代
表
。
編
集
に
当
た
一
す

常
民
芸
珪
1
9
8
7年
1
月

に

播

磨

る

吉

田

ふ

み

ゑ

さ

ん

(ω)1加
古
川
市
西
一
「

地
域
の
歴
史
愛
好
家
ら
が
結
成
。
福
崎
町
神
吉
町
大
国
H
は
「
発
行
を
過
し
て
人
と
一
創

出
身
の
「
日
本
民
俗
学
の
父
」
柳
田
国
男
の
出
会
い
が
あ
り
、
支
え
ら
れ
て
き
た
」
一
一
酬

に

倣

い

、

暮

ら

し

に

根

ざ

す

文

化

の

記

録

と

感

謝

す

る

。

一

市

に
取
り
組
み
、
野
外
講
鹿
も
開
い
て
い
る
。
関
号
は
千
円
。
日
号
以
降
の
パ
ッ
ク
ナ
一
地

会
員
は
約
2
0
0人
で
、
発
足
当
初
よ
り
ン
パ
ー
は
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
て
お
り
、

1
冊
8
一番

「サ
i
ラ
」
の
お
気
に
入
り
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
手
に
す
る
印
人
増
え
た
。

0
0円
。
常
民
審
議
(
年
会
費
3
千
一
磨

常
民
学
舎
の
難
波
正
司
代
袈
(
右
か
ら
2
人
目
)
と
会
員
、

bu

サ
l
一プは
A
5判
で
、
通
常
は
約
叩
咋
。
円
)
に
は
無
料
配
布
さ
れ
る
。
吉
田
さ
ん
一

加

古

川

市

西

神

宮

町

大

国

誌

名

は

、

結

成

時

に

勉

強

会

の

場

だ

っ

た

宮

0
7
9
・4
3
2
・0
9
5
6

で一鶴

i

}

弘

}

静

一

た

り

、

子

ど

も

が

元

気

に

遊

一

雰

囲

気

が

漂

う

。

園

児

ら

は

一

で

い

る

。

ア

-
p
d
q
dリ
、
J
L
F

i
-つ
」
倉
串
l

日
号

常
民
学
舎
結
成
お
年
多
彩
リ
ポ
!
ト

播
磨
を
拠
点
に
、
市
井
の
人
に
受
け

継
が
れ
る
伝
承
や
慣
習
に
光
を
当
て
て

き
た
文
化
団
体
「
融
態
学
舎
」
が
結
成

お
年
と
な
り
、
年
2
回
発
行
の
一
機
関
紙

「S
e
a
l
a
(サ
l
一
ブ
)
」
も
創
刊
閉
山
号

を
迎
え
た
。
f

郷
土
史
や
民
俗
学
の
多
彩

な
り
ボ
i
ト
を
掲
載
し
て
お
り
、
難
智

正
司
代
表
{
貯
)
註
姫
路
市
香
寺
町
相
坂

H
は
「
播
磨
の
民
俗
学
を
調
べ
る
の
に

役
立
つ
事
典
の
一
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
(
宮
沢
之
祐
)

~， I ， 1上!

自

i
h
F
1
蜘

i
I
ぬ

悟

播磨の「事典的役割」目指す

||  



資料 3

－ 31 －
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F
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隠
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水
曜
暴
自

(
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成
2
3
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3

加
古
JII
歴
監
伝
え
る
「
ま
つ
り

州
、京
下
、

出
ご

た
鴻
v
 
i
 

議 室韮 きさ 溶 き望一 警 告書 忍: :悲 喜 迷 惑 i
 

郡 得
手三 宮幸 吉草 室主 蕊 譲

丹
精
し
て
育
て
7と
絡
を
手
に
す
る
(
友
か
ら
)
白
井
克

明
さ
ん
、
吉
田
範
弘
ざ
ん
自
弁
徹
雄
さ
ん
コ
加
出
川

市
}J
LI
行
JI
 
r町
東
門

と 伸 び か げ る 。

午 前 日 時 i 午 後 3 持 。

燃 料 。 綿 木 ( ド ラ イ 立 つ J

ワ i 状 の も の ) や 、 心 府

鱒 簿 番 通 一 所 施 設 「 い り L m r J I …一

+ 学 関 一 に よ る 議 平 一 縦 一 月 十 「 り

あ る 。
の め か り の 鹿 児 嶋 阿 部 結 か

叫 り 南 東 に 約 3 0 0 M O

国 さ ん 想 0 7 9 @

号 0 9 5 6

綿 摘 み や 糸 一 紡 ぎ の 体 験 を 過 レ て 、 江 戸 時 代 に 綿 の 癒 地 だ

の 殿 山 器 類 っ て も ら お う と 弱 燃 の 締 ま つ り 」 が 3 日 、 開 か れ る 。 会 場

と な る 岡 市 加 市 川 町 架 絡 の 熔 に は 、 1 8 0 株 が 糠 え ら れ 、 純 白 の い 怖 が 秋

風 に 掠 れ る 。 ( 大 域 間 子 )

J
 

種 取 り 、 糸 紡 ぎ 体

ラ 支 く れ ぺ 1 J K ・ 引 っ こ 7w ; 〈 f t E f t - ; J ! J マ J J d r M

M ド 町 、 之 、 九 一 一 服 締 役 ま ざ 的

ノ ー い 一 勺 け さ し り 九 一 J Ri 、，， J 1 1 C I - - m 乙 J 〆 E P E m a j

は 市 川 や り に % を 配 っ た 。

台 風 で 倒 れ た も の も あ

っ た が 、 お お り ね 順 調 に

ぎ っ こ ο 0 ド s M p h J m 〉J 下 ア 2 r z U 2 4 J L V O 庁 ジ

栽 培 に 取 り 組 口 仁 川 川 さ ん

は ぺ 経 験 が 生 か さ れ 、 年

々 、 生 一 向 状 態 が よ く j は っ

て い る 」 と 話 ず の 。 ハ か

い い 雄 さ ん f m H

西 町 H と 息 子 の 克 則 さ ん

H 同 市 別 府 町 H n b が 金 闘

し 、 今 年 で 3 度 目 。 3 人

は 休 耕 間 を 活 用 し て 綿 の

栽 培 を 始 め 、 「 料 が 特 産

だ っ た 線 m k J 宮 崎 近 に 感 じ

て ほ し い 」 と イ ベ ン ト を

聞 く こ と に し た 。

通 し

i り け 刊 の 紛 が 採 れ る り

綿 i i J り じ υ、 綿 悩 み や 、

総 掛 り 機 を 使 っ た 種 取 り

作 業 、 品 車 を 閉 す 糸 紡 ぎ 、

の 体 験 が ぜ き る 。 刺 し 子 …

・ 製 織 作 家 で も あ る 克 明

お ん は 「 綿 の 木 を 尽 に す 一

ゐ 機 会 は 少 な い 。 実 際 に 一
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